
テーマ：逐次的な環化付加反応を用いたフェネストラン類の合成とその

評価 

 

フェネストランは第４級炭素を中心に４つの環が縮合した化合物である。

フェネストランは中心の炭素原子が通常の四面体構造よりも平面に近い構造

であることから多くの研究者の関心を集めている。また、生物活性を有する

フェネストランが複数単離されており、医薬品候補化合物としても注目され

てきている。フェネストランの構造機能相関を明らかにすることは今後の重

要な課題であるが、多種多様なフェネストランを合成できる手法は十分でな

い。本研究ではフェネストランの効率的な合成法の確立を目指して架橋型フ

ェネストランの合成に取り組んだ。 

  


